
流水岩の庭園を歩きながら本堂に向かう

常楽寺盛寿山
延命院

奥の院 慈眼寺八万温泉乙女の湯

常楽寺から歩いて5分程度の
ところにある奥の院慈眼寺は、
十一面観音を祀る風情ある
寺。この観音様は別名子安観
音と呼ばれており、安産祈願に
訪れる人も多い。境内には本堂
と大師堂のほかにもう一つお
堂があり、夢のお告げによって
彫られたという生木地蔵尊が
祀られている。ぜひこちらにも
お参りしたい。

流水岩の庭園

断層のある大岩盤がつくりだし
た流水岩の庭園。これはこの地
に境内を移転する際に、山を切
り崩して埋め立て、岩盤の奥に
堂宇を建てたためにできたと
いわれている。ゴツゴツした地
面は歩きにくいが、川の流れの
ような美しさは見ごたえがある。
今でも雨や風などによって変化
し続けているそうだ。

眉山山麓の水量豊富な地にあ
る八万温泉の湯は「美人の湯」
として知られる。大浴場や
ジェットバスのほか、「ロイヤル
コース（550円・700円）」なら
岩造りの趣ある露天風呂やドラ
イサウナ、塩サウナが利用でき
る。貸タオル・シャンプー・リン
ス・石けんが付いた「手ぶら
セット（160円）」もあるので、体
ひとつで立ち寄ることができる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

徳島県徳島市八万町下長谷258
常楽寺から東へ6.5km
088・668・5526
8:00～翌1:00
4・7・11月の第2水曜（祝日の場合は翌日）
大人410円

休

第14番 常楽寺
●徳島県徳島市国府町延命606 
☎088-642-0471
●宿坊／なし

第15番 国分寺
●徳島県徳島市国府町矢野718-1    
☎088-642-0525
●宿坊／なし

　弘仁６年（８１５）、この地で修行を行った弘
法大師が創建した寺。修行中に化身した弥勒
菩薩が多くの菩薩を従えて現れ、説法を行っ
たので、大師は霊木にその姿を刻んで堂宇を
建てて本尊にした。
　寺は後に大師の弟子である真然僧正、祈親
法師らによって伽藍が整備され、室町時代に
は細川家の祈願所として栄えた。しかし、天正
年間（１５７３～１５９２）の兵火で焼失し、荒れ
寺となる。その後江戸前期の万治２年（１６５
９）、蜂須賀家によって再興され、文化15年（１
８１８）には、ため池を造るために低地から40段
あまりの石段を上がった現在地へ移っている。

　本堂は一番奥にあり、向かってその右に
愛染堂と大師堂が建っている。本尊を弥勒
菩薩としているのは、四国八十八ヶ所霊場
で常楽寺のみ。この弥勒菩薩は、釈迦入滅
してから、56億７０００万年後にこの世に下
生し、衆生を救済するといわれている。本堂
に覆い被さるように枝を広げている大木は、
弘法大師が糖尿病に苦しむ老人に煎じて
飲ませたと伝えられるイチイ（アララギ）の
木。この伝説から別名「アララギの霊木」と
呼ばれ、病に霊験を発揮するといわれてい
る。枝分かれしている部分をよく見ると、優し
い顔の大師像「あららぎ大師」が置かれて
いるのがわかる。

境　内歴史・全体像
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本尊を弥勒菩薩とする唯一の寺

御詠歌／常楽の岸にはいつか到らま
し弘誓の船に乗り遅れずば
本尊／弥勒菩薩
真言／おん まい たれいや そわか
宗派／高野山真言宗
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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大岩盤の上にあり、自然が生み出した庭園のような境内
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